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削
除
は
そ
の
範
囲
を
〔

〕
で
示
し
た
。

改
行
は
/
で
示
し
た
。

凡

編
者
に
よ
る
補
足
、
説
明
は
(

)
で
示
し
た
。

十
、
大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史
|
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』
第
一
七
巻
「
資
料

ω」
へ
の
参
照
指
示
は
、
と
く
に
必
要
な
も
の
の
み

お
こ
な
っ
た
。

¥ 
1 

金
融
緊
急
措
置
の
背
景
及
び
大
蔵
省
の
対
応

iま

め

じ

大
蔵
省
大
臣
官
房
審
議
官

兼
財
政
金
融
研
究
所
特
別
研
究
官

=と
口

}I ( 

フじ
信

本
書
は
、
金
融
緊
急
措
置
に
関
す
る
資
料
の
集
大
成
で
あ
る
。
そ
の
殆
ん
ど
は
、
当
時
の
文
書
課
長
、
故
愛
知
挟
一
元
蔵
相
(
以
下
「
愛

知
氏
」
と
い
う
)
が
保
存
し
、
後
、
大
蔵
省
に
寄
贈
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

愛
知
氏
が
こ
の
よ
う
に
内
容
豊
富
な
文
書
を
後
世
に
遺
し
て
下
さ
っ
た
の
は
、
単
に
業
務
処
理
上
の
必
要
と
か
、
個
人
的
な
興
味
か
ら

で
は
な
く
、
大
蔵
省
の
政
策
決
定
過
程
を
べ
後
世
が
正
確
に
認
識
し
う
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
と
い
う
、
枢
機
に
携
わ
ら
れ
た
方
の
歴

史
的
使
命
感
に
基
づ
く
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
の
お
か
げ
で
、
戦
後
の
日
本
政
府
が
行
っ
た
最
初
の
重
要
な
自
主
的
政
策
決
定
の
過
程
が
、
詳
細
に
把
握
し
う
る
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
我
々
は
、
こ
の
事
に
対
し
、
心
か
ら
、
愛
知
氏
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

愛
知
氏
は
、
こ
の
他
に
も
、
彪
大
な
文
書
を
大
蔵
省
(
財
政
史
室
)
に
寄
贈
し
て
お
ら
れ
、
大
蔵
省
は
、
こ
れ
を
「
愛
知
文
書
」
と
し
て

大
切
に
整
理
し
、
製
本
の
上
、
保
管
し
て
い
る
。
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愛
知
文
書
を
読
み
、
所
々
の
書
込
み
(
愛
知
氏
の
筆
に
な
る
も
の
)
に
接
す
る
と
き
、
愛
知
氏
の
誠
実
で
、
綿
密
か
つ
凡
帳
面
な
が
人
柄
が

偲

ば

れ

る

の

で

あ

る

。

、

今
回
、
本
書
が
公
刊
さ
れ
、
広
く
世
の
識
者
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
、
故
愛
知
氏
の
深
く
喜
ぴ
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

て
八
月
一
五
日
か
ら
一
一
月
八
日
ま
で

ω
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
せ
ず
」
の
大
蔵
大
臣
声
明

大
蔵
省
で
は
、
終
戦
の
こ
と
が
、
昭
和
二

O
年
八
月
一
五
日
の
数
日
前
に
は
分
っ
て
い
た
の
で
、
戦
後
の
対
策
に
つ
い
て
真
剣
に
討
議

が
な
さ
れ
た
。

説 24解

金
融
対
処
策
と
し
て
は
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
是
非
論
が
あ
っ
た
が
、
大
き
な
転
換
期
に
当
っ
て
、
金
融
を
安
定
し
、
人
心
を
安
定
す
る

た
め
に
、
，
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
行
う
べ
き
で
な
い
と
す
る
意
見
が
主
流
を
占
め
、
八
月
一
五
日
、
広
瀬
大
蔵
大
臣
声
明
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
「
①
預
貯
金
等
ニ
付
テ
ハ
責
任
ヲ
以
テ
其
ノ
安
全
ヲ
確
保
シ
支
払
制
限
(
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
)
ノ
如
キ
措
置
ハ
絶
対
ニ
ト
ラ
ナ
イ
」

こ
と
と
し
、
②
食
糧
の
「
増
産
其
ノ
他
国
民
生
活
ノ
安
定
確
保
等
ニ
要
ス
ル
資
金
ノ
供
給
」
、
③
「
重
要
産
業
ノ
転
換
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
資

品

-T・・・

金
ノ
確
保
」
④
「
イ
ン
フ
レ
防
止
ニ
関
ス
ル
強
力
ナ
ル
措
置
ヲ
講
ズ
ル
」
等
の
基
本
方
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ω預
貯
金
代
払
制
の
拡
充

ま
た
、
預
貯
金
無
制
限
払
出
に
関
す
る
大
蔵
省
発
表
(
八
月
二
四
日
)
が
な
さ
れ
、
預
貯
金
の
支
払
を
制
限
し
た
り
す
る
事
は
絶
対
に

し
な
い
、
と
し
、
預
貯
金
の
各
庖
払
を
拡
張
(
銀
行
の
普
通
預
金
に
つ
い
て
は
、
・
内
地
の
ど
こ
の
銀
行
か
ら
で
も
払
戻
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
を
期
限
の
来
た
定
期
預
金
等
に
も
拡
張
)
し
た
)
日
銀
券
発
行
高
は
終
戦
当
時
約
三
百
億
円
、
八
月
末
四
二
三
億
円
、
九
月
末
四
一
四
億
円

と
推
移
し
て
お
り
、
代
払
制
度
と
直
接
結
び
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
相
当
の
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

数

類別

食料品 食農料産物品 そ食の料旭品町
機金属械・

年
総平均 繊維品 化学品 雑品目

月

20年 1月 2.479 一 1.922 2.920 2.514 2.045 3.538 2.613 
2 2.479 一 1.922 2.988 2.603 2.073 3.772 2.671 
3 3.688 一 1.922 3.345 2.816 2.073 4.247 2.682 
4 3.116 一 1.926 3.837 3.695 2.086 4.247 2.688 
5 3.161 一 1.926 3.933 3;695 2.086 4.247 2.905 
6 3.183 一 1.926 3.933 3.754 2.086 4.247 '2.905 
7 3.262 一 1.933 4.064 3.808 22 .086 4.247 2.905 

8 9 
3".360 一 1.933 4.156 3.849 .115 4.247 3.734 
3.678 一 1.933 4.355 4.481 2.143 4.247 4.078 

10 3.774/ 一 1.933 4.695 4.481 2.143 8.457 4.078 
11 4.055 一 1.933 5.566 4.481 2.143 11.41 4.126 
12 6.748 一 4.177 5.992 5.536 8.565 11.14 4.611 

21. 1 7.936 5.558 4.497 6.496 7.214 8.881 11.41 6.284 
2 8.676 5.946 4.591 7.322 7.364 9.997 12.92 8.320 

価指物売在日第 1表

説

(日本銀行調)
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出所:大蔵省財政史室編『昭和財政史ー終戦から講和まで』第19巻(統詐)、

42ページ。

業

2

れ
る
。ωイ
ン
フ
レ
対
策
の
大
蔵
大
臣
演
説

こ
の
間
、
津
島
蔵
相
は
、
九
月
一
一
日
、
銀
行
集
会
所
に
お

い
て
、
九
月
二
二
日
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
イ
ン
フ
レ
対
策
の
演

米

3

説
を
行
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
演
説
の
要
旨
は
、
戦
時
中
か
ら
増

発
さ
れ
た
通
貨
と
物
資
不
足
の
不
均
衡
の
た
め
、
潜
在
的
イ
ン

フ
レ
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
大
局
か
ら
見
て
、
軍
事
費
及

ぴ
軍
需
生
産
資
金
の
放
出
が
止
ま
る
の
で
、
今
後
は
、
デ
フ
レ

傾
向
と
な
る
。
財
政
緊
縮
、
資
金
放
出
の
抑
制
、
貯
蓄
増
強
、

生
活
必
需
物
資
の
生
産
増
強
と
配
給
の
円
滑
化
及
ぴ
労
務
・
賃

金
の
適
正
化
を
図
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
は
防
止
し
得
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

ω物
価
上
昇
及
び
買
い
だ
め
等

し
か
し
、
そ
の
後
財
政
上
の
支
出
が
増
加
し
(
二
0
年
度
二
一

四
億
九
六
O
O
万
円
、
前
年
度
比
一
六
億
二
四
O
O
万
円
増
)
、
物
価
が

上
昇
し
た
(
第
1
表
参
照
)
上
、
生
産
が
減
少
し
た
(
第
2
表
参

照
)
。
従
っ
て
物
資
は
非
常
に
不
足
し
て
買
い
だ
め
が
起
こ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
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数

(昭和9-11年=100)

種別
総産(8合業8品指活目数動〕

公益事業
総鉱(8工6合業〕
基礎
投(2資8財〕
生活

ウェ
総(2合〕 電(1気〕 ガ一(1 ) ス

物資
資(20財〕

イト
(38) 

存月 1，000.00 107.80 .91.26 16.54 892.20 429.75 251. 74 210.71 

昭 9年 89.9 90.9 89.7 87.5 89.8 88.5 86.1 96.6 
10 '99.2 100.4 100.7 98.8 99.0 100.5 96.6 98.9 
11- 110.3 108.7 109.6 103.7 110.5 111.0 114.7 104.5 
12 128.6 119.1 120.4 111.7 129.7 127.7 141.4 120.0 
13 141.1 130.3 130.2 131.1 142.4 134.2 182.1 111.4 
14 146.6 136.7 135;6 142.6 147.8 140.4 186.9 116.4 
15 147.9 140.4 138.5、150.8 148.8 140.6 196.2 109.1 
16 150.0 153.5 152.2 160.8 149.6 145.8 201. 7 95.4 
17 145.6 154.5 152.3 165.8 144.5 140.0 205.0 81. 7 
18 159.7 156.2 155.6 159.3 160.1 143.9 268.7 63.9 
19 176.2 154.4 150.7 175.1 178.8 126.8 383.3 40.5 
20 63.2 87.8 94.6 50.0 60.2 40.9 124.9 21.9 
21 39.2 109.1 122.0 38.0 30.7 23.8 48.8 23.2 

指産生業エ第2表鉱
(経済安定本部・経済審議庁調)

主要金融機関預金

年月末 長良 行 信 言も 無尽会社 市街地信手且

20年1月 79，229 4，964、 1，854 2，812 
2 80，651 5，066 1，909 2，869 
3 84，444 5，108 1，921 2，900 
4 87，984 5，139 1，923 2，913 
5 94，917 ... 1，942 2，968 
6 97，773 ... 1，971 2，997 
7 104，743 ... " 1，979 2，918 
8 111，943 5，844 I 1，975 2，963 : 
9 120，665 5，881 2，003 2，933 
10 122，247 5，834 2，030， 2，927 
11 122，912 5，810 2，100 2，916 
12 119，829 5，719 2，100 2，895 

21. 1 118，514 5，677 2，195 2，895 
2 122，683 5，669 2，346 3，059 

出所:大蔵省財政史室、前掲書、 446ページ。

第3表

出所:大蔵省財政史室、前掲書、 90~91ページ

こ
れ
は
、
反
面
か
ら
見
れ
ば
、
預
金
の
引
出
し
が
顕
著
に
な

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
即
ち
第
3
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
O
月
以
降
、
預
金
の
増
勢
鈍
化
な
い
し
減
少
が
生
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
二

O
年
秋
の
収
穫
期
に
、
農
産
物
の
収
穫
が

非
常
に
悪
か
っ
た
。
特
に
、
米
が
平
年
作
の
六
i
七
割
に
と
ど

ま
る
等
、
農
畜
水
産
物
の
収
穫
が
何
れ
も
平
年
を
か
な
り
下
回

っ
た
。
食
糧
は
、
な
く
な
れ
ば
そ
の
日
か
ら
困
る
と
い
う
性
格

の
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
食
糧
事
情
が
悪
い
と
い
う
こ
と
が
、

決
定
的
な
日
本
経
済
の
弱
点
で
あ
っ
た
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、

事
態
は
、
益
々
深
刻
化
し
た
。
食
糧
の
買
い
だ
め
等
も
次
第
に

起
こ
っ
て
き
て
、
食
糧
価
格
が
飛
び
抜
け
て
顕
著
な
高
騰
を
示

し
た
。
(
第
1
表
参
照
)
。
そ
う
な
る
と
、
ま
す
ま
す
、
供
出
が
行

わ
れ
な
い
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
事
態
の
下
に
お
い
て
、
日
銀
券
の
発
行
高
も
、

前
述
の
よ
う
に
九
月
に
や
や
落
着
き
を
示
し
た
も
の
の
、

月
以
降
、
増
勢
が
強
ま
っ
た
。

。

問
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
懸
念

こ
う
し
た
事
態
か
ら
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る

懸
念
が
非
常
に
強
ま
っ
た
。
殊
に
、
そ
れ
は
、
財
政
的
な
原
因
、

金
融
的
な
原
因
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
縮
小
生
産
、

特
に
食
糧
の
生
産
が
非
常
に
悪
か
っ
た
こ
と
が
、
特
徴
に
な
っ

て
い
た
。

紛
大
内
教
授
の
ラ
ジ
オ
放
送
と
大
蔵
省
の
対
応

一
O
月
九
日
に
幣
原
内
閣
が
成
立
し
、
大
内
兵
衛
教
授
は
ラ

ジ
オ
放
送
で
、
戦
時
債
務
は
、
こ
の
際
一
切
棒
引
に
で
も
し
な

け
れ
ば
戦
後
の
立
直
り
は
難
し
い
。
蛮
勇
を
ふ
る
え
と
大
蔵
大

臣
に
注
文
を
つ
け
た
。
こ
の
放
送
は
「
蛮
勇
演
説
」
と
し
て
知

ら
れ
た
。
そ
れ
を
契
機
と
し
て
ι

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
政
策
に
よ

る
戦
後
苦
境
か
ら
の
脱
却
が
大
蔵
省
内
で
真
剣
に
検
討
さ
れ
た
。

愛
知
捺
一
氏
は
当
時
の
状
況
を
「
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り

た
く
ら
い
の
金
融
財
政
措
置
を
採
用
す
る
と
い
う
戦
時
補
償
の

打
切
り
ゃ
改
札
や
財
産
税
を
含
め
た
構
想
が
省
内
幹
部
の
間
で

具
体
化
し
た
の
は
、
こ
の
頃
だ
っ
た
ろ
う
」
、
と
西
原
直
廉
氏
ら

来
4

と
の
座
談
会
で
回
想
し
て
い
る
。

的
世
相
の
悪
化
と
対
策
の
必
要
性
'

当
時
の
世
相
に
つ
い
て
、
河
野
通
一
氏
(
昭
和
二
六
i
三
O
年
銀
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千t)

豆、類 野菜 果実 (肉牛量) (肉豚量) 鶏・卵 魚類 鯨

百万頭 頭

621 6，925 1，223 58 62 3，537 3，170 2，453 
714 6，875 1，147 68 63 3，643 2，766 4.015 
638 6.754 1，326 71 61 3，472 2，512 7，543 
653 6，797 1，321 75 69 3，489 2，566 4，838 
， 588 6，953 1.467 81 61 3，536 2，338 4，628 

521 6.246 1，335 72 31 2.541 2，703 12，884 
593 6，222. 1，496 50 24 1，848 2，483 1，148 
588 6，440 1，280 63 15 1，243 2，160 1，491 
500 5.745 1，047 45 7 

51374 5 
1，591 2，169 

382 4，538 687 一20 2 1.222 531 

423 5，131 514 42 2 106 1，458 1，863 
、

(単位
主要農畜水産物生産高

麦 いも類
年 米

(含ん麦) 大麦 小麦 かんしょ 馬鈴しょ

11 10，101 2，896 691 1，227 3，749 1，675 
12 9，948 3，096 748 1，368 3，863 2，067 
13 9，880 2，831 688 1，228 3，782 1，848 
14 10，345 3，590 844 1，658 3，499 1，883 
15 9，131 3，634 818 1，792 3，534 1，645 

16 8，263 3，280 707 1，460 4，017 1，966 
17 10，016 3，209 734 1，384 3，771 1，967 
18 9，433 2，496 573 1，094 4，540 2，066 ， 
19司 8，784 3，194 781 1，384 3，951 2，000 
20 5，872 2，291 535 943 3，897 1，772 

21 9，208 1，543 417 615 5，515 4，760 

第4表

./ 

~出所:大蔵省財政史室、前掲書、 82ページ。

ψ
盤
中

ra

行
局
長
)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
心
は
ま
す
ま
す
不
安
な
状
態
に
な
る
。
自
分
だ
け
何
と
か
逃
げ
れ

ば
良
い
、
他
人
の
事
は
考
え
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
状
態
が
あ
ら
わ
れ

て
い
た
。
道
義
の
額
廃
と
か
非
常
に
社
会
の
秩
序
.
を
乱
す
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
り
、
社
会
不
安
が
非
常
に
顕
著
に
激
化
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

こ
の
際
、
何
ら
か
の
対
策
を
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と

で
、
各
省
で
も
色
々
研
究
が
さ
れ
た
が
、
大
蔵
省
で
は
福
田
起
夫
官
房
長

(
当
時
)
を
中
心
に
、
各
局
の
主
要
な
数
人
の
課
長
が
集
ま
っ
て
、
こ
の

問
題
の
検
討
に
入
っ
た
。

ω大
蔵
省
の
財
産
税
等
の
構
想

敗
戦
に
伴
っ
て
一
時
に
越
大
な
生
産
年
齢
の
人
口
を
加
え
た
こ
と

は
、
戦
後
経
済
の
収
容
し
得
ぬ
負
担
で
あ
っ
た
。
海
外
か
ら
の
帰
来

者
は
、
第
二
次
復
員
を
合
わ
せ
て
、
約
六

O
O万
人
に
達
す
る
。

園
内
に
於
い
て
は
、
軍
需
関
連
産
業
の
民
需
へ
の
転
換
は
、
一
時

池
宮
町

au

的
に
莫
大
な
失
業
者
を
放
出
し
た
。

当
時
の
渋
沢
敬
三
大
蔵
大
臣
は
、
財
産
税
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

米

7

回
想
し
て
い
る
。

一
一
月
の
は
じ
め
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
九
山
際
君
が
次
官
と

し
て
来
て
、
:
:
:
期
せ
ず
し
て
二
人
が
言
い
出
し
た
。
と
に
か
く
非
常
に

大
き
な
預
金
が
あ
る
。
こ
の
預
金
は
み
な
う
そ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
裏
づ

け
が
全
然
な
い
の
だ
。
相
当
公
債
も
出
し
て
お
る
。
こ
の
公
債
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
置
い
た
ら
大
き
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
レ
ヴ
ィ
を
や
る
よ
り
手
が
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か

:
そ
の
時
に
は
ま
じ
め
な
気
持
で
一
億
戦
死
だ
と
言
っ
て
お
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
。
ま
だ
そ
う
い
う
気
分
が
残
っ
て
お
る
こ
ろ
で
す
。
だ
か
ら

一
ぺ
ん
み
な
死
ん
だ
と
思
っ
て
相
続
税
を
納
め
る
こ
と
に
し
た
っ
て
悪

く
な
い
じ
ゃ
な
い
か
:
:
:
。

こ
う
し
て
財
産
税
の
構
想
が
ま
と
ま
り
、
池
田
勇
人
主
税
局
長
(
当

時
)
を
呼
ぴ
、
研
究
を
始
め
さ
せ
た
、
と
さ
れ
る
。

ω財
産
税
と
預
金
封
鎖
の
構
想

こ
う
し
た
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
大
蔵
省
は
財
産
税
と
預
金
封
鎖

構
想
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
O
月
二
九
日
付
の
「
財
政
再
建
ニ
関
ス
ル
件
」
と
題
す
る
文
書
が

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
財
産
税
と
預
金
の
封
鎖
を
同
時
に

実
施
す
る
発
想
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
展
開
さ

れ
て
い
る
。

-
， 

、
¥ 
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日銀券発行高

(単位千円)

月末発行高

17，113，927 
17，840，819 
20，525，803 
22，129，028 
23，207，129 
26，181，131 

28，456，'262 
42，300，101 
41，426，128 
43，188，416 
47，748，891 
55，440，720 

21. 1 I 58，565，536 
2I  54，342，333 

出所:大蔵省財政史室、前掲書、

410ページ。

一
、
(
略
)

二
、
右
着
想
を
具
現
ス
ベ
キ
対
策

新
税
:
:
:
新
日
本
財
政
再
建
ヲ
目
的
ト
シ
全
国
民
戦
死
ノ
観

(1) 

¥
l
i
tノ

解

念
ヲ
以
テ
ス
ル
コ
ト

(イ)

戦
時
財
産
増
加
税

計
約
一

O
O
O
億
を
見
込
ム
コ
ト

第5表

年月末

20年 1月
2 
3 
4 
5 
6 

司

d
n
H
u
n
u
d
n
U
唱

i
n
L

噌

Eae
噌

Ea-
噌

Ea-

(ロ)

財
産
税

物
納
ヲ
認
ム
ル
モ
納
税
者
ヲ
シ
テ
金
納
、
特
殊
預
金
納
、
公
債

納
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
知
ク
工
夫
ス
ル
コ
ト

通
貨
ノ
整
理

q
L
 

ω
新
紙
幣
ノ
発
行

財
産
税
徴
収
ノ
技
術
的
必
要
(
退
蔵
通
貨
ノ
吸
引
)
ヨ
リ
ス
ル
モ
絶
対
ニ
実
行
ス
ル
コ
ト
(
平
価
切
下
的
感
覚
ヲ
モ
取
入
ル
ル
コ
ト
)

ω
W

新
旧
紙
幣
交
換
ニ
際
シ
預
金
メ
封
鎖
ヲ
併
行
ス
ル
コ
ト

新
通
貨
ニ
依
ル
預
金

旧
通
貨
ニ
依
ル
預
金

や9

最
高
発
行
限
度
制
ノ
復
活

(3) 

オ
出
ノ
整
理

(イ)

軍
需
企
業
等
ニ
対
ス
ル
補
償

総
動
員
法
、
軍
需
会
社
法
、
防
空
法
等
法
令
ニ
基
ク
補
償
ニ
付
テ
ハ
戦
争
保
険
其
ノ
他
ト
総
合
的
ニ
査
定
シ
現
制
ノ
公
債
ヲ
交
付
ス
ル
コ
ト

尚
右
ハ
租
税
ノ
対
象
ト
ナ
ル
コ
ト
固
ヨ
リ
ナ
ル
コ
ト
(
以
下
略
)

以
上
の
文
書
は
、
財
産
税
の
実
施
と
新
円
切
換
、
預
金
封
鎖
の
構
想
を
包
括
的
な
形
で
提
示
し
た
も
の
と
し
て
は
は
じ
め
て
で
あ
ろ
う
。

先
に
引
用
し
た
渋
沢
氏
の
「
一
億
戦
死
」
と
こ
の
「
全
国
民
戦
死
」
と
は
同
意
語
と
い
っ
て
よ
く
、
省
内
の
共
通
の
認
識
で
あ
っ
た
。

財
産
税
と
通
貨
措
置
の
並
行
と
い
う
考
え
方
は
、
一

O
月
末
の
時
点
で
、
す
で
に
、
了
解
事
項
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
傍

証
す
る
も
の
と
し
て
、
徴
税
方
法
を
摸
索
し
て
い
た
主
税
局
の
財
産
税
構
想
の
中
に
も
、
例
え
ば
、
一
一
月
二
日
の
主
税
局
作
成
「
財
産

業

8

増
加
税
創
設
要
綱
」
で
「
比
際
新
通
貨
、
発
行
ヲ
行
フ
」
と
盛
込
ま
れ
て
お
り
、
右
の
経
緯
を
確
認
で
き
る
。

一一、

一
月
九
日
か
ら
一
二
月
三

O
日
ま
で

ω外
電
の
報
道
と
大
蔵
省
の
対
処

右
に
み
た
構
想
が
省
内
で
色
々
と
研
究
、
検
討
さ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
構
想
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
漏
れ
て
し
ま
い
、
国
民
の
知
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。
一
一
月
九
日
の
朝
日
新
聞
は
、
財
閥
の
富
再
分
配
と
い
う
見
出
し
に
、
資
本
税
、
新
円
も
考
慮
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を

付
し
て
、
次
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。

て
戦
時
中
の
利
得
を
財
閥
か
ら
回
収
し
財
閥
の
富
を
再
分
配
し
高
率
の
所
得
税
を
旧
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
賦
課
す
る
。

二
、
つ
ぎ
に
資
本
税
を
設
定
し
財
閥
資
産
に
対
し
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
賦
課
す
る
。

説

三
、
そ
の
後
現
在
流
通
の
円
を
廃
止
し
新
し
い
円
に
切
換
る
、
す
べ
て
の
円
保
有
者
に
は
新
円
に
交
換
す
る
義
務
を
与
へ
る
で
あ
ろ
う

右
の
報
道
に
対
す
る
反
響
と
し
て
一
一
月
一

O
日
の
「
日
本
産
業
経
済
』
は
、
そ
の
構
想
に
関
す
る
山
際
大
蔵
次
官
の
談
話
を
掲
載
し

〆
た
。
こ
の
談
話
で
事
実
上
、
新
円
切
換
等
の
実
施
の
可
能
性
を
肯
定
七
た
た
め
、
大
蔵
省
事
務
当
局
は
、
直
ち
に
通
貨
措
置
を
主
軸
と
し

/

来

9

た
緊
急
経
済
政
策
を
実
施
し
、
経
済
再
建
の
途
を
確
保
し
よ
う
と
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

解31 



， 
〆

，円

f 

説 32

ω通
貨
金
融
措
置
の
位
置
づ
け

当
時
の
大
蔵
省
事
務
当
局
内
に
お
い
て
は
、
金
融
担
当
責
任
者
は
、
‘
「
終
戦
の
日
の
大
蔵
大
臣
声
明
の
関
係
も
あ
り
、
通
貨
な
り
金
融
な

り
の
特
別
措
置
が
、
ほ
か
の
施
策
と
並
行
し
て
、
ほ
か
の
施
策
を
補
強
す
る
な
ら
い
い
け
れ
ど
も
、
実
際
の
経
済
が
解
決
さ
れ
な
い
の
に
、

大
蔵
省
が
先
立
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
考
え
て
お
り
、
担
当
者
以
外
の
方
に
預
貯
金
措
置
を
や
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
強
か
っ
た
。

ψ-m'Anu 

し
か
し
、
食
糧
の
緊
急
対
策
を
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
通
貨
金
融
措
置
も
と
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

ω総
合
対
策
(
案
)
の
作
成

一
一
月
二

O
目
、
大
蔵
省
事
務
当
局
(
文
書
課
と
推
定
さ
れ
る
。
)
は
、
「
社
会
経
済
秩
序
安
定
緊
急
対
策
ニ
関
ス
ル
件
(
案
)
」
を
起
草

米
1
1

し
、
さ
ら
に
一
一
月
二
二
日
、
同
名
の
文
書
が
改
訂
拡
充
さ
れ
て
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
、
「
向
上
実
施
ニ
付
問
題
ト
ナ
ル
ベ
キ
点
」
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
っ
た
。

解

一
一
月
二
二
日
案
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
第
一
趣
旨
」
に
よ
れ
ば
、
「
我
国
現
下
ノ
社
会
経
済
情
勢
ハ
一
触
即
発
ノ
危
機
ニ
直
面
」
、
し
か
も
片
新
円
ノ
発
行
及
財
産
税

賦
課
ノ
報
道
ニ
拍
車
ヲ
掛
ケ
ラ
レ
預
金
ノ
引
出
及
換
物
化
急
激
ニ
激
化
ノ
方
向
ヲ
示
シ
」
連
合
軍
の
干
渉
は
日
毎
に
強
ま
り
、
「
現
状
ノ
佳

放
置
セ
ン
カ
何
時
破
局
的
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヲ
誘
発
シ
:
:
:
:
・
我
国
ヲ
シ
テ
再
建
不
可
能
ニ
陥
ラ
シ
ム
ル
ヤ
測
リ
知
レ
ザ
ル
危
局
ニ
遭

遇
シ
居
レ
リ
」
。
そ
れ
に
対
応
す
ぺ
く
政
府
は
「
一
大
決
意
ヲ
以
テ
一
丸
ト
ナ
リ
機
ヲ
失
セ
ズ
全
国
民
ノ
赤
心
ニ
恕
へ
早
急
ニ
断
子
ト
シ
テ

，
強
行
」
と
ま
と
め
て
い
た
。

「
第
二
要
領
」
の
骨
格
は
「
一
、
大
蔵
省
ニ
於
テ
速
急
ニ
実
施
ス
ベ
キ
方
策
」
と
「
二
、
右
通
貨
及
物
価
面
等
ニ
於
ケ
ル
措
置
ニ
先

行
又
ハ
併
行
実
施
ス
ベ
キ
施
策
」
よ
り
な
り
、
前
者
に
よ
る
と
、
「
現
下
ノ
浮
動
購
買
力
ヲ
固
定
化
ス
ル
為
即
時
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
ヲ
実
施
ス

ル
ト
共
ニ
現
行
通
貨
ハ
之
ヲ
新
通
貨
ニ
引
換
へ
、
其
ノ
際
現
在
流
通
通
貨
ノ
大
半
ハ
之
ヲ
預
金
化
ス
」
。
そ
し
て
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
実
施
後

、

ノ
預
貯
金
ノ
支
払
ハ
左
ノ
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
原
則
ト
シ
テ
個
人
ハ
一
人
当
リ
一
カ
月

O
円
以
下
、
企
業
ハ
俸
給
給
与
支
払
所
要
額
ニ
限
ル

モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
、
租
税
公
課
・
医
療
費
等
に
限
り
例
外
を
認
め
る
と
し
た
。
た
だ
し
右
に
引
用
し
た
よ
う
に
一
人
当
り
一
カ
月
間
の

引
出
額
は
未
定
の
ま
ま
で
あ
り
、
以
後
詰
め
ら
れ
る
べ
き
点
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
ま
た
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
ノ
期
間
ハ
差
当
リ
昭
和
二
十

二
年
三
月
末
迄
ト
ス
ル
モ
財
産
税
メ
徴
収
等
ニ
依
リ
早
急
ニ
浮
動
購
買
力
ヲ
吸
収
シ
成
ル
ベ
ク
早
期
ニ
之
ヲ
解
除
ス
ル
コ
ト
ニ
努
ム
ル
モ

ノ
ト
ス
」
と
、
預
金
封
鎖
期
間
は
二
二
年
三
月
迄
と
想
定
し
て
い
た
が
財
産
税
の
実
施
で
早
期
解
除
も
あ
り
う
る
と
み
て
い
た
。
以
上
の

他
に
は
「
口
，
個
人
の
浮
動
購
買
力
及
会
社
其
ノ
他
ノ
企
業
ノ
投
機
居
食
資
金
ノ
吸
収
」
。
「
白
物
価
及
賃
金
統
制
ノ
原
則
的
撤
廃
」
、
倒

「
財
政
均
衡
ノ
回
復
」
を
掲
げ
、
ま
た
、
後
者
は
、
「
付
国
民
生
活
特
ニ
食
ノ
安
定
」
、
「

ω就
業
対
策
ノ
実
施
」
、
「
白
経
済
活
動
振
興

方
策
」
で
あ
っ
た
。
最
後
に
そ
の
「
第
三
措
置
」
で
は
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
と
新
円
交
換
は
同
年
一
二
月
の
議
会
召
集
後
勅
令
を
も
っ
て

実
施
す
る
等
と
し
て
い
る
。

¥
削
総
合
対
策
(
案
)
の
意
義

こ
の
文
書
の
作
成
後
、
金
融
緊
急
措
置
の
具
体
化
が
進
展
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
文
書
の
意
義
に
つ
い
て
中
村
隆
英
教
授
は
『
昭

業
1
2

和
財
政
史
l
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』
一
二
巻
の
中
で
、
次
の
三
点
に
あ
っ
た
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
第
一
に
、
金
融
措
置

、
を
単
に
財
産
税
施
行
上
の
「
一
技
術
」
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
食
糧
対
策
、
石
炭
対
策
、
経
済
活
動
振
興
等
の
総
合
政
策
の

一
環
と
し
て
経
済
再
建
の
契
機
た
ら
し
め
よ
う
と
意
図
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
官
吏
の
大
幅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
重
点
部
門
以
外
の
統
制
撤

を
企
て
た
こ
と
、
第
三
に
、
国
営
化
を
含
む
思
い
切
っ
た
「
社
会
化
」
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
」
以
上
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
う

ち
、
実
施
さ
れ
た
の
は
、
第
一
の
総
合
政
策
の
実
施
の
み
で
あ
っ
た
。
時
の
状
勢
の
中
で
、
逆
に
統
制
は
再
開
さ
れ
、
社
会
化
は
否
定
さ

れ
た
。

説33 解
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的
大
蔵
省
に
お
け
る
政
策
の
検
討

以
上
の
よ
う
に
開
始
さ
れ
た
金
融
緊
急
措
置
の
実
施
方
策
の
立
案
は
、
一
二
月
中
に
急
速
に
進
展
す
る
が
、
そ
の
経
過
を
告
げ
る
資
料

を
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。
「
愛
知
文
書
」
の
金
融
緊
急
措
置
の
発
動
過
程
の
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
こ
の
時
期
の
資
料
が
多
数
保
存
さ
れ
て

米
1
5

い
る
が
、
そ
の
う
ち
で
例
え
ば
、
「
通
貨
物
価
安
定
措
置
ノ
構
想
(
未
定
稿
)
」
(
二
O
年
一
二
塁
百
)
で
は
、
、
そ
の
「
趣
旨
」
と
し
て
、
「
既

存
預
貯
金
ノ
引
出
ト
新
タ
ナ
ル
国
庫
資
金
ノ
撒
布
ト
ニ
基
ク
通
貨
急
激
ナ
ル
膨
張
ハ
必
至
ニ
シ
テ
其
ノ
僅
放
置
ス
ル
ナ
ラ
パ
必
然
的
ニ
破

局
的
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヲ
招
来
」
す
る
と
の
危
倶
を
抱
い
て
お
り
、
他
方
増
産
意
欲
の
減
退
と
食
糧
の
不
足
も
深
刻
な
局
面
に
あ
'
っ
た
。

こ
れ
に
対
処
す
る
「
措
置
要
領
」
と
し
て
応
急
的
措
置
と
し
て
直
接
統
制
の
解
除
と
新
物
価
体
系
へ
の
移
行
を
可
能
と
す
る
た
め
「
預
貯

金
ノ
支
払
、
公
債
ノ
売
買
ヲ
一
時
停
止
ス
ル
ト
共
ニ
通
貨
ニ
付
テ
ハ
新
通
貨
ト
強
制
引
換
ヲ
行
ヒ
一
定
金
額
以
上
ハ
凡
テ
之
ヲ
預
金
化
シ

テ
一
時
封
鎖
ス
ル
」
。
た
だ
し
、
「
企
業
ニ
対
シ
テ
ハ
一
回
限
リ
ノ
運
転
資
金
、
個
人
ニ
対
シ
テ
ハ
一
月
又
ハ
二
月
間
位
ノ
生
活
資
金
ノ
量
ヲ

凡
ソ
ノ
標
準
ト
シ
テ
封
鎖
資
金
ノ
引
出
ヲ
認
メ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
終
極
的
措
置
と
し
て
は
、
「
財
産
税
及
戦
争
利
得
税
ノ
効

果
ア
ル
賦
課
徴
収
ヲ
行
ヒ
」
「
既
往
封
鎖
資
金
ノ
大
幅
清
掃
ヲ
断
行
ス
ル
」
等
で
あ
っ
た
。
以
上
の
中
で
金
融
緊
急
措
置
は
経
済
総
合
対
策

の
う
ち
応
急
的
な
時
局
対
策
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

米
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右
の
検
討
案
と
同
日
に
作
成
さ
れ
た
「
社
会
経
済
秩
序
安
定
緊
急
対
策
ノ
実
際
上
ノ
問
題
点
」
(
二
O
年
一
二
月
二
日
)
は
、
諸
経
済
対
策

が
社
会
経
済
状
勢
に
与
え
る
効
果
と
そ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
予
想
し
て
い
る
。
失
業
者
対
策
や
食
糧
対
策
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に

金
融
緊
急
措
置
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
ハ
単
独
ニ
テ
モ
実
施
ス
ベ
キ
カ
」
と
の
考
え
に
対
し
て
は
、
「
食

ノ
安
定
、
就
業
対
策
、
財
産
税
等
ト
総
合
併
行
的
ニ
実
施
」
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
イ
ン
フ
レ
激
化
の
局
面
で
は
先
行
実
施
も
や
む
な

い
。
封
鎖
開
始
後
の
起
り
う
べ
き
事
態
の
う
ち
例
え
ば
「
封
鎖
預
金
ノ
勤
労
不
能
者
ニ
対
ス
ル
払
出
容
認
額
ハ
幾
何
ニ
定
メ
ル
カ
」
と
の

考
え
に
対
し
て
は
、
「
米
価
ニ
依
ツ
テ
定
メ
」
る
と
し
、
家
計
米
穀
消
費
量
を
そ
の
基
準
と
し
、
ま
た
「
封
鎖
ハ
何
時
解
除
ス
ベ
キ
カ
」
と

/ 、
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渋
沢
蔵
相
は
二
月
二
六
日
の
記
者
会
見
で
、
財
政
再
建
の
方
針
、

を
説
明
し
た
。
戦
時
利
得
税
、
財
産
税
の
両
税
と
戦
時
補
償
の
総
合

処
理
を
実
施
し
、
そ
の
実
施
と
同
時
に
新
円
を
発
行
す
る
等
と
述
べ

た。
そ
の
後
一
二
月
に
召
集
さ
れ
た
第
八
九
議
会
の
答
弁
に
お
い
て
、

渋
沢
蔵
相
は
、
「
新
様
式
の
日
本
銀
行
券
を
発
行
し
現
銀
行
券
と
強
制

業
1
3

的
に
交
換
せ
し
む
る
措
置
を
講
ず
る
所
存
で
あ
る
」
等
と
述
ぺ
、
両

税
賦
課
と
新
円
切
換
え
の
考
え
を
展
開
し
た
。

紛
預
金
引
き
出
し
等

そ
れ
ら
が
預
金
の
引
出
し
ゃ
換
物
運
動
を
促
進
し
た
の
は
想
像
で

き
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三
表
か
ら
そ
の
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
貸
出
(
特
に
銀
行
)
は
、
一
貫
し
て
増
勢
を
辿
っ
た
。
こ

の
貸
出
の
増
加
の
理
由
の
、
一
つ
に
は
大
銀
行
と
旧
軍
需
会
社
の
大

企
業
と
の
間
で
戦
時
以
来
の
融
資
関
係
が
続
い
た
た
め
と
言
わ
れ
る
。

特
に
興
銀
と
五
大
銀
行
に
よ
る
軍
需
会
社
へ
の
融
資
は
八
月
か
ら
年

末
ま
で
そ
の
聞
の
一
般
融
資
六
三
億
円
の
五
九
%
を
占
め
て
い
た
。

し
か
も
一
般
融
資
に
は
思
惑
資
金
と
見
倣
さ
れ
る
も
の
も
多
く
含
ま

米
1
4

れ
て
い
た
。
，
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お
の
考
え
に
対
し
て
、
「
物
価
ノ
安
定
、
食
糧
供
給
量
ノ
確
保
ヲ
侠
ツ
テ
封
鎖
預
金
ノ
解
除
ヲ
ス
ベ
キ
デ
ア
ル
ガ
、
然
シ
封
鎖
ノ
情
態
ハ
変
態

説
デ
ア
ル
シ
、
何
処
カ
ニ
無
理
ガ
出
ル
カ
ラ
成
ル
ベ
ク
早
ク
解
除
ス
ル
コ
ト
ガ
望
シ
イ
」
と
し
、
短
期
で
実
効
を
あ
げ
て
封
鎖
解
除
を
実
現

解
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
間
に
預
金
へ
の
財
産
税
課
税
が
不
可
欠
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
た
。

以
上
の
検
討
を
経
た
上
で
、
金
融
緊
急
措
置
の
詳
細
な
構
成
へ
と
進
展
す
る
が
、
そ
の
途
中
の
省
内
の
検
討
と
し
て
「
預
金
等
ノ
一
時

来
1
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封
鎖
措
置
ニ
関
ス
ル
件
」
(
日
付
な
し
)
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
こ
の
文
書
は
銀
行
局
作
成
一
二
月
一
一
一
一
日
の
同
名
文
書
の
草
案
で
、
こ
れ
に

よ
れ
ば
封
鎖
の
時
期
は
「
一
応
来
年
一
月
中
旬
ニ
之
ヲ
実
施
ス
ル
」
と
予
定
し
、
封
鎖
期
間
と
し
て
は
、
「
必
要
ノ
最
短
期
間
ニ
限
ル
コ
ト

ヲ
目
途
ト
シ
、
一
応
昭
和
二
十
二
年
三
月
末
日
迄
」
と
し
、
そ
の
期
間
は
予
め
明
定
し
、
無
用
の
混
乱
を
招
か
ぬ
た
め
、
「
一
度
定
メ
タ
ル

期
間
ヲ
更
ニ
延
長
ス
ル
コ
ト
ハ
絶
対
之
ヲ
避
ク
ベ
キ
」
だ
と
の
方
針
で
臨
む
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
封
鎖
開
始
時
や
封
鎖
期
間
に

つ
い
て
も
ほ
ぼ
固
ま
り
、
他
の
諸
施
策
の
検
討
の
進
展
と
脱
み
合
わ
せ
の
う
え
最
終
的
方
針
確
定
に
向
け
省
内
の
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い

っ
た
。
こ
の
資
料
集
に
収
録
さ
れ
た
文
書
の
累
積
は
金
融
緊
急
措
置
や
そ
の
他
の
諸
対
策
に
亡
殺
さ
れ
続
け
た
大
蔵
省
内
担
当
者
の
彪
大

な
仕
事
の
一
端
を
窺
わ
し
め
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。

一一、
一
二
月
=
二
日
か
ら
二
一
年
一
月
一
一
一
日
ま
で

ω通
貨
措
置
を
め
ぐ
る
議
論

/ 

一
二
月
=
二
日
、
愛
知
文
書
課
長
等
は
、
渋
沢
蔵
相
に
前
述
の
金
融
緊
急
措
置
の
必
要
を
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
蔵
相
は
た
だ
ち

に
新
円
切
換
と
封
鎖
実
施
の
決
断
を
下
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
渋
沢
蔵
相
は
、
翌
日
昭
和
二
一
年
元
日
の
年
賀
に
際
し
内

業
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閤
書
記
官
長
次
回
大
三
郎
に
話
し
た
。
次
回
も
緊
急
措
置
の
採
用
に
同
意
し
た
。

ω内
閣
に
お
け
る
議
論

総
理
官
邸
で
一
月
三
日
に
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て
各
省
関
係
者
の
会
議
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
は
(
次
図
書
記
官
長
か
ら
食
糧
、
石
i

炭
及
ぴ
通
貨
に
重
点
を
置
く
旨
説
明
さ
れ
、
そ
の
上
で
内
閣
の
草
案
資
料
が
説
明
さ
れ
た
。
同
案
は
、
先
の
大
蔵
省
の
方
針
に
合
致
し
、

さ
ら
に
い
く
つ
か
の
提
案
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
復
興
金
融
会
社
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
各
省
は
、
ほ

山
量
巾

'Anv

ぽ
内
閣
草
案
の
線
に
従
い
、
具
体
案
を
提
示
す
る
に
至
っ
た
。

ω大
蔵
省
の
具
体
案

大
蔵
省
は
種
々
の
角
度
か
ら
色
々
と
議
論
を
重
ね
、
、
具
体
案
の
作
成
に
努
め
た
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
、
河
野
通
一
氏
は
次

の
よ
、
つ
に
口
述
し
て
い
る
。

木
内
(
信
胤
・
終
戦
連
絡
部
長
l
引
用
者
注
)
さ
ん
と
司
令
部
と
の
書
面
の
往
復
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
金
融
通
貨
に
関
す
る
措
置
は
、
飽
〈

米
2
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ま
で
も
日
本
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
チ
l
ブ
に
よ
っ
て
問
題
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
:
:
:
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
三
日
に
は
い
よ
い
よ
条
文
を
書
ぐ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
福
田
(
久
男
)
君
が
法
律
の
大
家
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
先
生

が
一
人
で
書
い
て
呉
れ
ま
し
た
。
こ
の
種
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
か
ら
ず
っ
と
準
備
は
し
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
い
よ
い
よ
一
月
三
日
に
条
文

の
仕
上
げ
に
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
や
り
出
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
丁
度
渋
沢
大
蔵
大
臣
の
家
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
来
て
、
す

ぐ
来
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
:
・
木
内
さ
ん
が
渋
沢
さ
ん
の
家
に
一
緒
に
住
ん
で
お
ら
れ
て
、
そ
こ
で
私
と
木
内
さ
ん
と
渋
沢
さ
ん

の
三
人
で
l
福
田
君
は
途
中
で
帰
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
た
し
か
十
二
時
く
ら
い
ま
で
、
三
人
で
条
文
を
ひ
ね
く
り
ま
わ
し
て
こ
し
ら
え
た
よ

説

う
に
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
二
時
ご
ろ
は
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
・
:
ど
ん
ど
ん
私
が
日
本
語
で
書
い
て
、
そ
れ
を
木
内
さ
ん
が
英
語
に
直
し

て
、
自
分
で
タ
イ
プ
を
打
っ
た
の
で
す
が
、
、
そ
の
次
の
日
は
す
ぐ
木
内
さ
ん
が
司
令
部
へ
申
し
込
ん
で
具
体
的
な
折
衝
に
入
っ
た
訳
で
あ
り
ま

米
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以
上
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
「
社
会
経
済
秩
序
崩
壊
防
止
緊
急
対
策
要
領
案
」
(
喧
二
・
了
三
)
及
び
「
金
銭
債
務
ノ
支
払
延
期
、



，
通
貨
ノ
引
換
等
一
一
関
ス
ル
緊
急
勅
令
(
案
)
(
銀
)
」
(
一
二
、
一
、
四
)
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
金
融
緊
急
措
置
は
法
令
作
成
の
段
階
に
移
?

っ
て
い
っ
た
。
同
時
に
作
成
さ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
日
付
が
無
い
「
金
銭
債
務
ノ
支
払
延
期
、
通
貨
ノ
引
換
等
ニ
関
ス
ル
緊
急
勅

令
ノ
施
行
規
則
案
要
綱
」
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
法
令
案
は
日
付
は
無
い
が
、
「
金
銭
債
務
ノ
支
払
ノ
制
限
、
通
貨

J
引
換
等
ニ
関
ス
ル
緊
急
勅
令
(
案
)
」
の
、
っ
こ

l
一
l
七
大
臣
室
」
の
書
込
み
か
ら
し
て
、
大
臣
室
で
の
検
討
を
経
る
に
至
っ
た
と
思

業
2
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わ
れ
る
。

附
生
産
活
動
へ
の
配
慮
と
緊
急
措
置
の
閣
議
r

右
の
勅
令
案
第
一
条
は
「
本
令
施
行
ノ
日
ノ
前
日
以
前
ニ
発
生
シ
タ
ル
私
法
上
ノ
金
銭
債
務
ハ
昭
和
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
迄
其
ノ

支
払
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
し
、
第
二
条
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
支
払
等
、
及
び
「
法
人
ノ
事
業
運
営
上
通
常
必
要
ナ
ル
費
用
ノ

支
払
ノ
為
ニ
ス
ル
金
融
機
関
ノ
預
金
等
ノ
支
払
ニ
シ
テ
大
蔵
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
限
度
ヲ
超
エ
ザ
ル
モ
ノ
」
な
ど
を
例
外
と
し
て
い
た
。

ま
た
「
会
社
等
ニ
関
ス
ル
緊
急
資
金
措
置
要
綱
」
(
日
付
な
し
)
に
お
い
て
は
、
「
資
金
非
常
措
置
ニ
関
連
シ
会
社
等
ニ
付
テ
ハ
、
現
下
喫

緊
ノ
要
務
タ
ル
民
需
産
業
ノ
再
開
ヲ
阻
害
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
様
留
意
シ
ツ
ツ
、
企
業
ニ
ヨ
ル
買
溜
思
惑
殊
ニ
食
料
等
ノ
生
活
必
需
物
資
ノ
買

付
ヲ
資
金
面
ヨ
リ
厳
ニ
抑
制
ス
ル
ノ
措
置
ヲ
講
ズ
ル
モ
ノ
」
と
し
、
六
か
条
を
示
し
、
生
産
増
強
を
求
め
て
キ
メ
細
か
い
配
慮
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
「
食
糧
緊
急
措
置
令
」
も
勅
令
と
し
て
、
制
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

一
月
八
日
に
は
、
「
経
済
危
機
緊
急
対
策
等
ニ
関
ス
ル
件
」
が
閣
議
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
「
第
一
食
糧
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
関

ω憶
の
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議
決
定
を
さ
れ
た
が
、
「
第
二
通
貨
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
閣
議
の
席
上
に
は
提
出
さ
れ
た
も
の
の
、
閣
議
決
定
を
み
ず
に
終
っ
た
。
な
お

同
じ
頃
に
大
蔵
省
内
で
作
成
さ
れ
た
文
書
に
「
金
融
緊
急
措
置
令
」
(
日
付
な
し
)
が
あ
り
、
こ
こ
に
初
め
て
「
金
融
緊
急
措
置
令
」
と
い
う

名
称
が
出
現
す
る
。
い
か
な
る
理
由
で
こ
う
改
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
後
の
通
称
と
し
て
も
広
く
用
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
同
様
に
こ
う
し
た
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
た
法
令
と
し
て
は
、
新
円
へ
の
切
換
の
た
め
日
銀
券
に
証
紙
を
貼
付
し
、
新
旧
円

ω復
興
金
融
会
社
の
構
想

米
2
5

終
戦
後
、
生
産
の
回
復
テ
ン
ポ
は
鈍
か
っ
た
。
月
別
の
推
移
は
、
第
7
表
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
月
一
三
日
、
「
復
興
金
融
会
社
設
立
要
綱
(
試
案
)
」
が
作
成
さ
れ
た
。

，
こ
れ
は
、
'
民
需
生
産
の
振
興
を
通
じ
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
防
止
に
資
す
る
と
い
う
考

え
方
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
、
金
融
緊
急
措
置
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
の
眼
か
ら
見
る
と
、
こ
の
時
点
で
民
需
生
産
振
興
を
図
る
方
針

が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
や
は
り
、
政
策
の
中
に
異
な
っ
た
要
素
が
織
り
込
ま
れ
た
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ω勅
令
制
定
の
具
体
化

一
月
一
四
日
に
は
、
枢
密
院
に
お
け
る
大
臣
の
説
明
案
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
(
金
融
緊
急
措

置
令
及
日
本
銀
行
券
引
換
等
ニ
関
ス
ル
勅
令
制
定
理
由
説
明
要
旨
(
案
)
)
金
融
緊
急
措
置
令
及
び
に
勅
令
案
(
証
紙
貼
付
関
係
及
び
財
産
税
関
係
)
(
何

れ
も
日
付
な
し
)
が
あ
る
。

説 38解

終戦後における鎖工業生産指数

1935ー37年(昭和10-12年)平均=100

年 月 綜合指数 消費財平均 生産財平均

1945年平均 17.0 29.1 23.3 
1945年8月 8.7 23.1 12.9 
9 8.8 24.4 7.6 
10 13.0 29.7 11.1 

11 13.0 29.7 11.1 
12 12.4 24.7 12.5 

1946年1月 13.4 23.4 13.7 
2 15.6 23.2 15.2 

第7表

、

説

r 

の
区
別
を
与
え
る
「
日
本
銀
行
券
ノ
引
換
等
ニ
関
ス
ル
緊
急
勅
令
」
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
全
体

来
2
4

が
金
融
緊
急
措
置
の
法
令
体
系
を
築
く
も
の
で
あ
っ
た
。

四

一
月
二
二
日
か
ら
二
月
一
六
日
ま
で

39 解

ま
た
、

日
本
銀
行
新
木
総
裁
の
意
見
(
一
月
一
四
日
付
)
が
あ
る
。

「
金
融
緊
急
措
置
令
等
実
施
要
領
(
試
案
)
」
(
昭
二
て
て

一
五
)
は
、
「
財
産
税
遁
脱
ヲ
防
止
シ
、
、
社
会
情
勢
ヲ
安
定
セ
シ
ム
ル
為
」
出



来
得
る
限
り
早
期
の
実
施
を
求
め
て
い
る
。

ω食
糧
対
策
と
の
関
係

「
説
明
要
旨
(
案
)
」
(
昭
二
一
、
て
二
ハ
)
の
次
に
、
食
糧
緊
急
措
置
令
が
あ
る
こ
と
は
、
金
融
緊
急
措
置
が
、
依
然
と
し
て
、
食
糧
対

策
と
相
侯
つ
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
社
会
経
済
秩
序
崩
壊
防
止
綜
合
方
策
実
施
順
序
(
案
こ
及
ぴ
「
社

会
救
済
制
度
ニ
関
ス
ル
件
(
案
)
」
昭
二
一
、
一
、
一
八
、
未
定
稿
」
が
あ
る
。

ゆ
量
叩
の
t
u
E
O

司
令
部
と
の
折
衝
で
、
多
少
の
迂
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
、
日
本
政
府
の
意
向
に
沿
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

附
政
府
声
明
等

説 40解

ゆ
棟
。
，
u

，，

一
一
月
一
六
日
夕
方
、
「
経
済
危
機
緊
急
対
策
」
に
つ
い
て
の
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
書
記
官
長
及
び
大
蔵
大
臣
の
声
明
が
行
わ
れ
た
。

金
融
緊
急
措
置
令
等
は
、
二
月
一
七
日
(
日
)
施
行
さ
れ
た
。

※

1

大
蔵
省
財
政
史
室
「
昭
和
財
政
史
|
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』
(
以
下
『
財
政
史
』
と
称
す
る
)
第
一
七
巻
「
資
料

ω」
、
一
四

0
ペ
ー
ジ
。

決

2

「
戦
後
財
政
史
口
述
資
料
」
第
六
冊
「
通
貨
措
置
の
諸
問
題
」
(
以
下
「
口
述
資
料
」
と
い
う
)
付
、
四
ペ
ー
ジ
。
口
述
者
河
野
通
一
銀
行
局
長
(
昭

和
二

O
年
五
月
1
「
二
年
四
月
銀
行
課
長
)
口
述
昭
和
二
六
年
九
月
七
日
、
(
出
席
者
)
西
原
直
廉
、
福
田
久
男
、
谷
村
裕
、
根
津
恭
、
石
井
茂
樹
、
福

田
起
夫
、
布
施
陶
て
高
石
末
吉

栄

3

『
財
政
史
」
第
一
七
巻
、
一
八
二
|
九
七
ペ
ー
ジ
。

※

4

「
戦
後
財
政
史
座
談
会
・
金
融
緊
急
措
置
を
中
心
と
し
て
」
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
』
昭
和
四
七
年
四
月
号
、
二
六
ペ
ー
ジ
以
下
所
収
)
、
愛
知
按
一
氏
の
発

言
。
な
お
、
当
時
の
文
書
課
長
用
文
書
綴
の
中
に
、
「
財
政
再
建
対
策
要
目
二

0
・一

0
・
一
五
」
と
言
う
メ
モ
が
あ
り
、
そ
の
最
後
に
「
一
三
財

産
税
の
創
設
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

米

5

前
掲
「
口
述
資
料
」
付
、

5
1
7
ペ
ー
ジ

米

6

稲
葉
秀
三
『
日
本
経
済
の
現
実
円
昭
和
二
二
年
一
一
月
、
八
六
1
八
七
ペ
ー
ジ
。

戦
後
の
失
業
問
題

軍

需

産

業

よ

り

の

解

除

者

一二軍

復

貝

般

ヲl

t若

純

増

加

員

指

数

説

区綜工
金

属

工

機

械

器

具

工

化

学

工

瓦

斯

電

気

水

道

窯

業

及

土

石

工

紡

織

工

製

材

及

木

製

品

工

食

料

品

工

印

、

刷

及

製

本

そ

の

、

他

の

工

業合|分

年
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六
O
O

月

七八九八七二七二四八六七
八一二四三三五六四三九六

O七九七三O 八八九五三ニ

二
O
年
一

O
月

業業業業業業業業業業

内

男
四
一

O
万
(
推
定
)

昭
和
二
十
年
総
動
員
数
約
八

O
O万
(
推
定

第
一
次
は
内
地
復
員
、
第
二
次
は
外
地
復
員

第
二
次
軍
復
員
お
よ
び
一
般
引
揚
者

一
一
月

七八九八七二六二五七七七
四一二六二八九九 O四一六

四七九五三三七四六二二三

一
二
月

七七九九七三六.二五七七七
四八一 O三 O八六四四三八

四三二_<三九七七三八 O七

二
一
年
一
月

七七八八六二六三五七六七
四七七六七一七三 00九六

四八六五二七七八六二九三

二
月

七七八九七四六二五七七八
八一七 000八九六四四一

O九六一七一七四 0二二 O

敗
戦
に
伴
っ
て
一
時
に
抱
大
な
生
産
年
齢
の
人
口
を
加
え
た
こ
と
は
、
戦
後
経
済
の
収
容
し
得
ぬ
負
担
で
あ
っ
た
。
海
外
か
ら
の
帰
来
者
は
第
二
次
軍
復

貝
を
合
せ
て
約
六

O
O万
人
に
達
す
る
。

園
内
に
お
い
て
は
、
い
ま
ま
で
戦
争
を
支
え
て
来
た
生
産
部
門
、
主
と
し
て
越
大
な
軍
需
関
連
産
業
の
民
需
へ
の
転
換
は
、
一
時
に
莫
大
な
失
業
者
を
放

出
し
た
。
次
の
雇
傭
人
員
指
数
に
見
る
ニ

O
年
十
月
の
工
業
部
門
に
お
け
る
戦
前
(
昭
和
一

0
1
一
二
年
)
対
比
六
九
・
三
%
は
こ
の
間
の
事
情
を
語
る

も
の
で
あ
る
。

雇

用

人



一
一
一
一
一
・
二

一
五
一
・
五

一
一
八
・
七

九
三
・
二

一一一一二・一一

備
考
内
閣
統
計
局
毎
月
統
計
に
基
き
国
民
経
済
研
究
協
会
作
成
、
昭
和

m
l
u年
基
準

米
7

渋
沢
敬
三
氏
金
融
史
談
、
(
聞
き
手
土
屋
喬
雄
、
揖
西
光
速
加
藤
俊
彦
、
対
談
、
昭
和
二
六
年
一
一
月
一
日
)
(
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融

史
資
料
・
昭
和
編
』
第
三
五
巻
、
三
二
六
ペ
ー
ジ
)
。

※
8

「
財
政
史
」
第
一
二
巻
、
「
金
融

ω」
(
中
村
隆
英
教
授
執
筆
)
、
七

O
i
七
二
ペ
ー
ジ
。

米
9

『
財
政
史
』
第
一
二
巻
、
七
二

1
七
三
ペ
ー
ジ

来
日
「
口
述
資
料
」
付
、
八
i
一
0
ペ
ー
ジ

※
日
大
蔵
省
資
料
Z
五
二
六
|
三
ー
一
。

業
ロ
『
財
政
史
」
第
一
二
巻
、
七
六
ペ
ー
ジ
。

来
日
向
、
七
七
ペ
ー
ジ
。

※
-M

問
、
七
八
ペ
ー
ジ
。

来
日
大
蔵
省
資
料
Z
五
二
六
|
三
ー
一
。

来
日
向
。

※
口
問
。

来
日
「
財
政
史
』
第
一
二
巻
、
八
一

i
八
二
ペ
ー
ジ
。

来
日
向
、
八
四
|
八
五
ペ
ー
ジ
。

※
却
前
掲
「
口
述
資
料
」
、
一
一
ペ
ー
ジ
。

米
幻
向
、
一
一

l
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

来
幻
『
財
政
史
』
第
一
二
巻
、
八
三
|
八
四
ペ
ー
ジ
。

楽
幻
問
、
八
二
|
八
四
ペ
ー
ジ
。

米
M

問
、
八
四
ペ
ー
ジ
。

説 42

鉱
其石石金

一
三
八
二
一

一
六
五
・
六

一
四
二
・
八

一
三
五
・
七

七
二
・

O

業

解

他油炭属

九
鉱鉱鉱

採

鉱

業業業業

σ3 

) 

一.、

一
三
七
・

O

一
二
九
・
七

一
三
五
・
九

一
四
四
・
二

一
一
八
・

O

米米米

27 26 25 

野
々
村
一
雄
『
日
本
戦
後
経
済
の
現
段
階

l
「
危
機
」
よ
り
「
安
定
」

『
財
政
史
」
第
一
二
巻
、
八
六

i
九
一
ペ
ー
ジ
。

『
財
政
史
』
第
一
七
巻
、
二
九
九

1
三
O
四
ペ
ー
ジ

へ
」
、
昭
和
二
三
年
一
二
月
、
八
七
ペ
ー
ジ
。

説43 解

一
四
二
・
八

一O
八
・

O

一
七
四
・
六

一
三
四
・
四

一
一
八
・

O


